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研究実績 

の概要 

本研究では、OFDM方式におけるPAPR問題の対処法として、広帯域ミリ波通信の応用

として実用化が進められている 高周波数帯域における 5G 通信に着目し、実践的な検討

を行うことを目標とした。特に表題に掲げている、信号点配置の変動を利用した広帯域マ

ルチキャリア通信方式に関するPAPR特性の評価を行った。 

しかしながら、信号点配置の変動について、実際に 5G規格の仕様として検討されてい

る方式に合わせた形で適用を行い、PAPR 特性を評価した結果、PAPR 特性を低減出来る

優れた効果があるとは見いだすことは出来ず、研究成果のアウトプットとして適切な成果

を得ることは出来なかった。 
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研究実績 

の概要 

また、研究使途として計上していた内容について、消耗品に分類されるものについては、

本学における研究費の範疇で賄えたこと、各種研究会への参加については、予定していた

年度末の学会への参加が新型コロナウイルス関連の問題から中止になったことなどから、

費用の全てを返却した。 

 


